
２００８年 １１月１４日

ユニチカ株式会社

２００８年度２００８年度 第２四半期決算説明会第２四半期決算説明会
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▲69.8▲ 12175四半期純利益四半期純利益

▲60.5▲ 193112経常利益経常利益

▲42.6▲ 194526営業利益営業利益

▲3.4▲ 381,1171,079売上高売上高

率率(%)(%)金額金額44～～99月月44～～99月月（金額単位：億円）

前年同期比前年同期比増減増減20072007年度年度20082008年度年度

２００８年度 第2四半期決算の概要２００８年度 第2四半期決算の概要

◆原燃料価格の更なる高騰、景気悪化等の影響により、前年
同期比減収減益 （繊維事業、環境事業を中心に収益減）

◆高分子事業はフィルム分野での収益改善等により増収増益
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営業利益の増減要因分析営業利益の増減要因分析
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２００７年度２００７年度
44～～99月月

２００８年度２００８年度
44～～99月月

原燃料価格高騰の
影響（燃料中心）

販売減少要因
（繊維、不動産等）

他変動費アップ
（環境、繊維等） 価格改定、ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ等

（高分子、合繊等）

海外子会社の
収益改善

▲
19

（単位：億円）
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▲ 94838少数株主持分少数株主持分

▲ 6104評価・換算差額等評価・換算差額等

▲ 5326321株主資本株主資本

▲ 20384363純資産純資産合計合計

▲ 192,7072,687負債合計負債合計

+161,7531,769固定資産固定資産

▲ 561,3381,282流動資産流動資産

▲ 403,0903,051資産合計資産合計

（単位：億円）

前期末比
増減

2008年
3月末

2008年
9月末

Ｂ／Ｓの状況Ｂ／Ｓの状況

主に売上債権の減少
によるもの

主に買掛債務の減少
によるもの
有利子負債は微減少
（▲３）

在外子会社の会計処
理の統一による土地
再評価差額金取崩し

子会社株式追加取得
による少数株主持分
の減少 等
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▲ 194526▲ 381,1171,079合計合計

▲ 1▲ 10▲ 11消去・全社消去・全社

▲ 8113▲ 2910778生活健康・その他生活健康・その他

▲ 97▲ 2▲ 42518476繊維繊維

▲ 572▲ 1145144環境・機能材環境・機能材

+53035+34347381高分子高分子

増減増減20072007年度年度
44～～99月月

20082008年度年度
44～～99月月

増減増減20072007年度年度
44～～99月月

20082008年度年度
44～～99月月（単位：億円）

営業利益営業利益売上高売上高

セグメント別 収益変動まとめセグメント別 収益変動まとめ
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動
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高分子事業高分子事業高分子事業

◆スパンボンドは自動車、建設・工事
資材の需要低迷で販売数量減少
価格改定が十分進捗せず採算悪化

◆綿スパンレースは化粧雑貨用途を
中心に堅調に推移

減収
減益

不織布

◆自動車用途が伸び悩みナイロン樹脂
の販売横ばい、価格改定により採算
は若干改善

◆ポリエステル樹脂は増収も価格改定
が十分進捗せず採算悪化

◆ポリアリレート樹脂は高付加価値分野
を中心に伸長

増収
利益
横ばい

樹脂

◆国内ナイロンフィルムの販売横ばい
価格改定の進捗で採算改善

◆ポリエステルフィルムは包装・工業
用ともに増販で収益改善

◆海外ナイロンフィルムの子会社の収
益改善 （インドネシア、中国）

増収
増益

フィルム売上高 営業利益
（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

環境・機能材事業環境・機能材事業環境・機能材事業
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◆活性炭繊維が廃液浄化用等で伸長
◆これまで堅調だった産業資材向けの

ガラス繊維が建設・工事用途の低迷
の影響で収益減

◆ＩＣクロスは電子部品業界の市況悪化
の影響受ける

◆高品位ガラスビーズ、反射材関連は
堅調に推移し収益に貢献

売上
横ばい
減益

機能材

◆廃棄物処理分野の受注残案件の進
捗による増収要因もあったが、全体
的に自治体の事業発注量の低迷に
より売上が減少

◆業界内の競争激化や資材高騰等の
影響により採算悪化

◆メンテナンス分野、薬剤・民間水処
理分野も苦戦

減収
減益

環境

売上高 営業利益

（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

繊維事業繊維事業繊維事業
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売上高 営業利益

◆ユニフォーム、一般衣料ともに低迷、
特需関連の受注の端境期でもあり
収益の減少大

減収
減益

天然
繊維

◆ポリエステル高強力糸の販売は横ば
い、それ以外のナイロン、ポリエステ
ル各素材は全般的に 販売減少

◆原燃料価格高騰に対し価格改定が
十分進捗せず、採算が更に悪化

◆ビニロン繊維のＦＲＣは引続き堅調
（増設機台は予定通り１０月稼動）

減収
減益

合成
繊維

▲ 3.00.5▲ 2.5▲ 1910586ユニチカテキスタイル

▲ 5.32.3▲ 3.0▲ 9193184ユニチカファイバー

増減
07年度
4～9月

08年度
4～9月

増減
07年度
4～9月

08年度
4～9月

（単位：億円）

営業利益売上高

（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

生活健康・他事業生活健康・他事業生活健康・他事業
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◆マンション販売、営業用不動産関連
の収益が減少

◆設備技術等、その他事業で収益減
減収
減益

その他

◆健康補助食品、サプリメント商品は
減少基調

◆セラミド、アラビノース等の食品機能
素材が大手ユーザーで採用される等
用途拡大が進む

◆メディカルは医材分野での償還価格
改定の影響で収益減

◆酵素分野は国内外で伸長みられる

減収
利益
横ばい

生活
健康

売上高 営業利益

※その他事業
不動産関連（マンション販売、賃貸、営業用不動産開発）
設備技術、情報システム 等

（単位：億円）
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▲ 61610当期当期純利益純利益

▲ 258055経常利益経常利益

▲ 2611690営業利益営業利益

▲ 172,3472,330売上高売上高

（単位：億円）

前年前年度度比比
増減増減

20072007年度年度
通期実績通期実績

20082008年度年度
通期予想通期予想

２００８年度 通期決算予想２００８年度 通期決算予想

◆前年度比減収減益の予想
繊維事業、環境事業を中心に収益減の基調が続く
原燃料価格影響の緩和、コストダウン効果等によりマイナス
幅は徐々に改善

▲ 12

▲ 19

▲ 19

▲ 38

44～～99月月
前年前年
同期比同期比

◆通期原燃料価格高騰の影響は▲１５～▲２０億円を想定
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▲ 2611690▲ 172,3472,330合計合計

▲ 1▲ 33▲ 34消去・全社消去・全社

▲ 82921▲ 1241240生活健康・その他生活健康・その他

▲ 12175▲ 561,046990繊維繊維

▲123220▲ 22352330環境・機能材環境・機能材

+77178+61709770高分子高分子

増減増減20072007年度年度
通期実績通期実績

20082008年度年度
通期予想通期予想

増減増減20072007年度年度
通期実績通期実績

20082008年度年度
通期予想通期予想（単位：億円）

営業利益営業利益売上高売上高

セグメント別収益変動 通期予想セグメント別収益変動 通期予想
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116

通期 営業利益増減予想（セグメント別）通期 営業利益増減予想（セグメント別）

＋７

▲１２

▲１２

▲8

90

2007年度通期実績 2008年度通期予想

高分子

環境・機能材

繊維

生活健康・他
消去・全社▲1

▲
26

・原燃料価格高騰
の影響予想
▲１５～▲２０

・製品価格改定
製品構成改善

コストダウン
等で概ね吸収
（高分子中心）

・衣料用繊維、環境
事業を中心とした
販売低迷による
収益減

・不動産関連事業
での物件差

等

（単位：億円）
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72348150設備投資設備投資

65317334減価償却費減価償却費

通期通期中間期中間期通期通期予想予想第第22四半期四半期（単位：億円）

２００７年度２００７年度２００８年度２００８年度

設備投資等の状況設備投資等の状況

165169生活健康・他生活健康・他

1563121繊維繊維

20101610環境・機能材環境・機能材

1913189高分子高分子

通期通期中間期中間期通期通期予想予想第第22四半期四半期

２００７年度２００７年度２００８年度２００８年度
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今後の課題今後の課題

◆高分子・機能材事業での収益性の更なる改善◆高分子・機能材事業での収益性の更なる改善
・原燃料価格高騰影響の吸収（適正価格維持、構成改善等）・原燃料価格高騰影響の吸収（適正価格維持、構成改善等）

・ナイロンフィルムグローバル展開の強化・ナイロンフィルムグローバル展開の強化
・高機能樹脂、産業用繊維等の拡大・高機能樹脂、産業用繊維等の拡大
・無機系素材の強化（ガラス関連素材、活性炭繊維等）・無機系素材の強化（ガラス関連素材、活性炭繊維等）

◆不採算分野の事業見直し◆不採算分野の事業見直し
・衣料用繊維事業、環境事業を中心とした事業・製品構成・衣料用繊維事業、環境事業を中心とした事業・製品構成

及びコスト構造の見直し及びコスト構造の見直し 等等

◆資産効率化と財務体質改善◆資産効率化と財務体質改善
・資産圧縮、有利子負債返済の推進、資金効率化・資産圧縮、有利子負債返済の推進、資金効率化 等等

次期中期計画に向けた課題



ご注意ご注意

本資料中の予想は、決算発表日現在において入手可能な本資料中の予想は、決算発表日現在において入手可能な
情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る
決算発表日現在における仮定を前提としているため、実決算発表日現在における仮定を前提としているため、実
際の業績は、今後の種々の要因によって異なる結果とな際の業績は、今後の種々の要因によって異なる結果とな
る可能性があります。る可能性があります。


